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1． 本書の位置付け 

本書は、「自動走行ソフトウェアスキル標準」1を誰がどのように活用するかの例につい

て具体的に示したものである。「自動走行ソフトウェアスキル標準」策定時に設置された

自動走行ソフト開発スキル標準策定作業部会（以下、「スキル標準策定部会」と呼ぶ）の

最初の段階で検討したスキル標準のユースケースに関するニーズに基づき具体化したも

のである。 

 

 

 

図 1-1 スキル標準と活用例集の位置付け 

 

2． スキル標準活用に関するニーズ 

スキル標準作業部会では、実用的なスキル標準を策定することを目的として、検討部会

の最初にスキル標準のユースケース（活用法）について議論した。その結果に基づきスキ

ル標準に対するニーズを特定し、スキル標準（特定のスキル 3領域）を策定後、スキル標

準の活用法について具体的な例を作成し、有効性や改善案について部会において議論し

た。 

 

部会での議論の結果、スキル標準に関する主なユースケースについて整理したものが

以下の通りである。 

  

                                                        
1 別途公開する「自動走行ソフトウェアスキル標準」参照 

スキル標準が整備されたことを想定して活用法を整理

タスク
(自動運転システム、認知系）

キャリアレベル

説明

スキルレベル 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4

自動運転・認知系技術

自動運転・判断系技術

自動運転・操作系技術

HMI

安全関連系

車載セキュリティ系

AI・データ解析基盤

地図情報系

通信系

モビリティサービス系

組込みソフトウェア基盤

自動車メカ制御基盤

システムズエンジニアリング

モデルベース開発

アジャイル開発

新しい安全性評価

セキュリティ開発

管理技術 新技術評価・管理

条件付きで

出来る

指揮下で

出来る
カテゴリ

技術要素

開発技術

レベル6 レベル7

独力で出来る
後進育成で

応用できる
社内をリード

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5

市場で認知 市場をリード

（
レ

ベ

ル

３

以

上

の

み

定

義

）

自動走行版ETSS(組込みスキル標準）

スキル標準 活用例集

タスク（例） （業務単位）

スキル基準 （技術単位）

キャリア基準（例示） （人材単位）

ニーズの高い活用例７ケース
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表 2-1 スキル標準の主なユースケース（ニーズ） 

ユースケースのニーズ スキル標準の活用法(案） 

①新領域における他業界、海外等

の外部人材の獲得時の参考（OEM

中心） 

（1）外部人材に求めるスキルをもとに人材募集 

自社のスキルポートフォリオと自動運転に求められ

るスキル標準のギャップ分析を行い、外部から獲得

したい中途採用の人材に必要なスキルを明確化し、

自動車業界への求人票を作成する。 

②大学情報系、他産業への PR（全

体的） 

（2）情報系学科向け PRパンフレット 

大学情報系学科に対して、自動車業界が必要として

いるスキルをパンフレット化して配布する。 

③スキルの定量化、資格試験・認

定における参考（OEM、サプライ

ヤ） 

（3）スキル診断サービス 

コアコンピタンスを対外的に示したいソフトウェア

ベンダーのスキル診断を行う民間サービスを推進す

る。 

（4）スキル定量化 

社内資格試験による知識レベルの可視化や、実績経

験、面接、実技等によるスキルレベルの定量化に活

用する。 

④市場変化に対応した人材のスキ

ルシフト（ソフトベンダ、システ

ムサプライヤ） 

（5）キャリアプランモデル作成 

自動運転システム開発に必要な新領域のスキルを提

示し、関連分野の開発プロジェクトにおいてマネジ

ャーとして活躍してもらうため、スキルシフトの計

画立案を行う。 

⑤カリキュラムへの反映（OEM、

サプライヤ等） 

（6）自動走行スキル標準に準拠した講座を開設 

情報系カリキュラムと自動走行スキル標準のギャッ

プ分析を行い、不足分を新領域カリキュラムとして

追加整備する。専門学校や教育ベンダーで活用して

もらう。 

⑥異分野との協業におけるスキル

評価（OEM、システムサプライヤ） 

（7）協業マッチングイベントでの活用 

スキル標準をベースに協業マッチングイベントにお

いて、自動車関連企業、異業種企業（AIベンダ、ITベ

ンダ等）のコア技術領域を可視化して商談を進める。 

 

3． キャリア基準（例） 

キャリア基準は、特定の職種（キャリア）に対して求められるスキル項目の集合とそれ

らのレベルを定義したものである。スキル標準策定部会の議論では、キャリア基準の厳密

な定義は難しく、業界の標準としてコンセンサスを得ることが難しいとの意見が強かっ

たため、あくまでも例示として示すことが妥当と判断された。したがって、本スキル標準

では、スキル基準については例示として活用法の中に含めることとした。 

以下にニーズの高い職種を例にキャリア基準を示す。 
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3.1 自動運転システムアーキテクトのキャリア基準 

ここでは、自動運転システムにおいて新しい専門分野が増加、深化する中で、それらの

スキル全体を把握しつつシステムの全体構成を設計することが求められる自動運転シス

テムアーキテクトについてのキャリア基準を下図に例示する。 

 

 

図 3-1 自動運転システムアーキテクトのキャリア基準（例） 

 

本キャリア基準では、ETSS スキル標準に倣い 7段階のレベル分けを行っている。図 3-1

では、キャリア基準のレベルを横軸とし、縦軸にスキル項目第 1階層とし、各キャリアレ

ベルにおいて求められるスキル項目について 4 段階のレベルのうちの必要なレベルを定

義した。自動運転システムアーキテクトは、ETSSのアーキテクトと同様に、スキル全体

を幅広く習得した高度な人材であり、キャリアレベル 3以上から定義されるものとした。

全体として見た場合、開発技術は、レベル 3からレベル 7に渡り高い水準にあり、技術要

素については、レベル 3では知識レベル（レベルＫ）またはレベル 1程度から順に高いレ

ベルへと要求が高まることが特徴として示される。 

自動走行スキル標準は組込みスキル標準 ETSSの考え方に基づき、スキル基準とキャリ

ア基準を明確に区別しているため、職種（キャリア）単位のレベル定義はキャリアレベル

として定義している。自動走行スキル標準におけるキャリアレベル 4 は、ITSS における

スキルレベル 4に相当する。 

 

キャリアレベル

説明

スキルレベル 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4

自動運転・認知系技術

自動運転・判断系技術

自動運転・操作系技術

HMI

安全関連系

車載セキュリティ系

AI・データ解析基盤

地図情報系

通信系

モビリティサービス系

組込みソフトウェア基盤

自動車メカ制御基盤

システムズエンジニアリング

モデルベース開発

アジャイル開発

新しい安全性評価

セキュリティ開発

管理技術 新技術評価・管理

条件付きで

出来る

指揮下で

出来る
カテゴリ

技術要素

開発技術

レベル6 レベル7

独力で出来る
後進育成で

応用できる
社内をリード

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5

市場で認知 市場をリード

（
レ

ベ

ル

３

以

上

の

み

定

義

）

キャリア基準（自動運転システムアーキテクトの場合）

ス
キ
ル
項
目

の
一
覧

キ
ャ
リ
ア
レ
ベ
ル
に
お
け
る
各
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
の
分
布

キャリアレベル
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3.2 自動運転・認知系エンジニアのスキル基準 

自動運転・認知系エンジニアは、自動運転システム開発における主要な要素である自

動運転・認知系システムのソフトウェア設計、実装、単体テストなどを行う職種である。 

 

 

図 3-2 自動運転・認知系エンジニアのキャリア基準（例） 

 

自動運転・認知系エンジニアは、総合型の人材ではなく、認知システムの開発において、

特定のスキルを深く使いこなす能力が求められる職種である。ただし、中核とする自動運

転・認知系技術スキルに加え、キャリアレベル 4 以上になるとその基盤となる汎用的な

AI/データ解析基盤、HMI、アジャイル開発、組込みソフトウェア基盤など複数のスキル

を統合した能力が求められる。 

 

4． スキル標準の活用法 

4.1 活用例の概要一覧 

スキル標準は作って終わりではなく、各社で活用されて初めて価値を見いだすもので

ある。そのため、過去に作成された他業界でのスキル標準には「スキル基準」の定義だけ

でなく、同時に活用例をガイドとして示すことで普及・啓発を企図したものが少なくない。 

そこで、作業部会では、5.2節で述べたユースケース意見整理結果をもとに、活用例を作

成することとした。 

下表は、本節で紹介する活用例の概要一覧である。 

  

キャリアレベル

説明

スキルレベル 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4 0 K 1 2 3 4

自動運転・認知系技術

自動運転・判断系技術

自動運転・操作系技術

HMI

安全関連系

車載セキュリティ系

AI・データ解析基盤

地図情報系

通信系

モビリティサービス系

組込みソフトウェア基盤

自動車メカ制御基盤

システムズエンジニアリング

モデルベース開発

アジャイル開発

新しい安全性評価

セキュリティ開発

管理技術 新技術評価・管理

市場で認知 市場をリード

技術要素

開発技術

カテゴリ

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5 レベル6 レベル7

指揮下で

出来る

条件付きで

出来る
独力で出来る

後進育成で

応用できる
社内をリード
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表 4-1 スキル標準活用法の概要一覧 

事例名 対象者 ポイント ユースケースとの対応 

（1）外部人材に

求めるスキルを

もとに人材募集 

自 動 車 業

界、中途採

用 

自社の自動走行関連の技術者の

質・量を定量的に把握し、ある

べき姿とのギャップを見ること

で、強化すべき分野を特定す

る。 

①新領域における他業

界、海外等の外部人材

の獲得時の参考（OEM

中心） 

（2）情報系学科

向け PR パンフレ

ット 

自 動 車 業

界、新卒採

用 

スキル標準を大学就職支援担当

やリクルーターに配布すること

で、情報系学生の適性判断、他

業界に流出していた情報系学生

への認知向上に活用する。 

②大学情報系、他産業

への PR（全体的） 

（3）スキル診断

サービス 

 

ソフトウェ

アベンダー 

OEM、システムサプライヤの

外注先の能力探索や、組込みソ

フトウェアベンダーの OEM、

システムサプライヤに向けた能

力アピールに活用する。 

③スキルの定量化、資

格試験・認定における

参考（OEM、サプライ

ヤ） 
（4）スキル定量

化 

自 動 車 業

界、社内 

技能職のスキル定量化が行われ

ているのと同様に、自動走行ス

キルにおけるスキルの定量化に

活用する。 

（5）キャリアプ

ランモデル作成 

自 動 車 業

界、社内 

シニア人材等の社内人材に自動

走行分野のスキルをプラスする

ことで、新領域に対応した人材

へとスキルシフトするために活

用する。 

④市場変化に対応した

人材のスキルシフト

（ソフトベンダ、シス

テムサプライヤ） 

（6）自動走行ス

キル標準に準拠

した講座を開設 

教育ベンダ

ー 

教育ベンダーに ITSS準拠、iCD

準拠といった既存の講座に加え

て、自動走行スキル標準に準拠

した講座を開設してもらう。 

⑤カリキュラムへの反

映（OEM、サプライヤ

等） 

（7）協業マッチ

ングイベントで

の活用 

マッチング

ベンダー 

金融機関や人材派遣会社が主催

する協業マッチングイベントに

おいて、自動走行スキル標準か

ら、タスクやスキルベースでの

マッチング度合いを確認するこ

とで、商談を加速化させる。 

⑥異分野との協業にお

けるスキル評価（OEM、

システムサプライヤ） 
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4.2 活用例【自動車業界 中途採用】外部人材に求めるスキルをもとに人材募集 

(1) 概要 

自社の自動走行関連の技術者の質・量を定量的に把握し、あるべき姿とのギャップを見

ることで、強化すべき分野を特定する。必要な技術領域や人材像が明確になることで、求

人票の記載もより具体的になり、中途採用を円滑に進めることが期待できる。 

(2) 現状の課題 

自動走行に求められる技術領域の体系（スキル体系）が整備されていないため、自社の

技術者が自動走行分野において質的・量的に充足しているか把握しておらず、不足してい

る場合でも、その不足領域を定量的に表現することが難しい。これは、技術者のポートフ

ォリオを描いたり、不足領域を明確に特定したりする手法が無いからである。そのため、

求人票に記載する人材要件が抽象的になったり、過度な要求となったりすることが多く、

中途採用の阻害要因となっている可能性がある。 

(3) スキル標準活用の効果 

自社の自動走行関連のスキル一覧から不足しているタスク領域を洗い出して、中途採

用に求める要件を具体化することによって、求人票をより精度高く作成することができ

るようになる。求められる要件が具体化することにより応募者数の増加が見込める他、採

用企業側にとっては検討過程で技術者のポートフォリオを考え、自動走行分野における

人材戦略を考える契機となる。 

  

 

図 4-1 求人票具体化の参考 

 

(4) 想定導入ステップ 

自動走行スキル標準「タスクディクショナリ」を参考に、自社の自動走行関連のタスク

一覧を作成し、社内の技術者をレベル判定し、大分類あるいは中分類ごとに集計し、全体
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組込みソフトウェア基盤

自動車メカ制御基盤
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のポートフォリオを描く。その上で、タスク-スキル連関表を使い、不足すると懸念され

るタスク領域ならびにそこで求められるスキルを洗い出す。 

当該分野に関わりの深い人材像をキャリア基準スク領域に係わりの深い人材像をキャ

リア基準から抜き出し、分かり易いエンジニアの名称としたり、求められるスキルの表現

を求人票の参考にする。 

 

 

 

図 4-2 求人票具体化のステップイメージ 

 

4.3 活用例【自動車業界 新卒採用】 ：情報系学科向け PR パンフレット 

(1) 概要 

自動走行スキル標準を大学就職支援担当やリクルーターに配布することで、「情報系学

生自身のスキルと、自動走行ソフトウェア開発に求められるスキルを照合して、適性を判

断してもらう」、「他業界に流出していた情報系学生に、自動車業界について広く知っても

らう」等に活用できる。 

(2) 現状の課題 

情報系の学生にとって自動車業界の認知度は必ずしも高くなく、就職先の候補として

認知していない層が一定数いると考えられる。また、就職支援担当の教員も同様に自動車

業界に対する知識が少ないため、学生へのアドバイスの際に自動車業界での活躍の可能

性を十分アドバイスできていない可能性がある。 
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図 4-3 現状は情報系の学生に自動車業界の情報が浸透していない 

(3) スキル標準活用の効果 

自動走行スキル標準によって情報系の学生が学ぶ学術分野と自動車業界との関係性が

明らかになるため、学生や就職支援担当教員に対して、就職活動先の候補として自動車業

界をインプットすることができるようになる。そのことにより自動車業界全体として情

報系学生の応募数増加、ひいては質の高い技術者の量的確保が可能となる。 

 

 

図 4-4 自動車業界の情報を浸透させることでより多くの求人を集められる 
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(4) 想定導入ステップ 

自動走行スキル標準のうち、スキル基準、キャリア基準、教育研修基準を切り出して大

学情報学科への PR パンフレットに掲載することで、大学生が就職先を判断する際の有用

な材料とする。 

 

 

図 4-5 自動車業界の紹介パンフレットイメージ 

 

4.4 活用例【ソフトウェアベンダー】：スキル診断サービスに向けた活用 

(1) 概要 

OEM、システムサプライヤの外注先（組込みソフトウェアベンダー）の能力探索や、組

込みソフトウェアベンダーの OEM、システムサプライヤに向けた能力アピールの組織スキ

ル診断サービスに活用する。 

(2) 現状の課題 

OEM、システムサプライヤ、組込みソフトウェアベンダー等、業界横断で定義されたス

キルやその水準が存在しない、いわば「共通言語」が無い状態である。したがって、OEM、

システムサプライヤはソフトウェアベンダーの能力を経験値で推測するしかない状況であ

る。したがって、例えば自動運転分野には未進出だが、要素技術は保有している組込みソフ

トウェアベンダーは、自社の能力をアピールすることができず、自動運転分野へ進出するこ

とが難しい状況にある。 

一方、OEM、システムサプライヤから見ても、どのソフトウェアベンダーがどのスキル・

能力を保有しているのかを客観的に把握することができないため、特に当該分野の経験に

乏しい新規外注先を活用することは難しい。 

このようにスキル・能力に関する「共通言語」が無いために、OEM、システムサプライ

ヤ、ソフトウェアベンダー間の業界横断での連携が十分に行えていない状況にある。 
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・・・
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図 4-6 OEM、システムサプライヤ、ソフトウェアベンダー間の連携上の課題 

(3) スキル標準活用の効果 

OEM、システムサプライヤ、ソフトウェアベンダー等がスキル標準を基準に業界横断で

自社のリソースや、求められる能力要件を定義することできるようになる。このことにより、

ソフトウェアベンダーは自社の能力を客観的かつ、OEM、システムサプライヤと共通言語

でアピールすることができる。 

したがって、自動運転分野に未進出のソフトウェアベンダーも含め、当該分野のスキルを

保有しているソフトウェアベンダーが可視化され、業界全体として OEM、システムサプラ

イヤ、ソフトウェアベンダー間の連携が加速することが期待される。 

 

 

図 4-7 OEM、システムサプライヤ、ソフトウェアベンダー間の連携イメージ 
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(4) 想定導入ステップ 

スキル標準ならびにスキルレベルの判断基準を整備することにより、スキル診断サー

ビス会社の自動走行分野における診断サービス開発を容易にする。 

ソフトウェアベンダーは、第三者であるスキル診断サービス会社のスキル診断を受け

ることで、その能力を客観性に担保し、OEM・システムサプライヤに対してすることが

できるようになる。 

 

 

図 4-8 スキル診断サービスの実現イメージ 

 

4.5 活用例【自動車業界 社内】 ：スキル定量化に向けた活用 

(1) 概要 

自動車業界において、技能職のスキル定量化が行われているのと同様に自動走行スキ

ルにおけるスキルの定量化に活用する。 

(2) 現状の課題 

自動走行の分野においては、スキルの定量的な評価ができていないため、業務アサイン

や人材育成を俯瞰的に行うことができていない。 

(3) スキル標準活用の効果 

自動走行の分野のスキルを定量的に評価することで、業務アサインや人材育成がより

俯瞰的な視点から効率的に行えるとともに、スキル認定制度等と組み合わせることで技

術者のモチベーション向上にも寄与するものと期待できる。 

組込みソフトウェアベンダー スキル診断サービス会社

自動走行
スキル標準

タスク
DB

タスク登録

タスク認定

OEM・システムサプライヤ

社内
タスクDB・
スキルDB

登録

検索
相談・交渉

営業担当

技術者

スキル診断
サービス

スキル診断

スキル認定
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(4) 想定導入ステップ 

「自動走行スキル標準」を活用し、スキル基準（スキル）による知識レベルの可視化や、

スキル基準（タスク）による業務遂行能力の定量化を行う。 

社内資格試験としては、実績を評価したり、情報系に関するWEBテストを用意したり、

場合によっては面接を行うことが想定される。 

 

 

 

図 4-9 自動走行のスキル定量化の実施ステップイメージ 

 

4.6 活用例【自動車業界 社内】：キャリアプランモデル作成 

(1) 概要 

シニア人材等の社内人材に自動走行分野のスキルをプラスすることで、新領域に対応

した人材へとスキルシフトするために活用する。 

(2) 現状の課題 

シニア人材等の社内人材の中には、新たなスキルを習得する能力・意欲があるにも関わ

らず適切な育成プログラムが提供されていないことで能力を活用できていない技術者が

一定数いるものと想定される。 

(3) スキル標準活用の効果 

スキル標準を活用し、求められる人材像とのギャップを見える化し、適切な育成施策を

施すことによりスキルシフトを加速することができる。また、新しい役割・人材像への転

換を前提にすることで、年齢ではなく、スキル転換・育成の可否で処遇等の差が生まれる

ようになる。 
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図 4-10 スキルシフトを進める人材の特定 

 

(4) 想定導入ステップ 

スキル標準を活用する基盤として、自動運転スキル標準に基づき、スキルの定量化を行

い、人材データベースを作成する必要がある。その上で、求められる人材像とのギャップ

を見える化し、育成施策に反映する。 

 

図 4-11 スキル転換のための基盤 
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人材 DB に蓄積されたアセスメント結果（人材像への適合度）の分析を行い、ポテンシ

ャルがある人材を抽出する。同時に、予定期間中に育成・スキルシフト可能な人数（不足

する人数）を推計し、中期の人員計画・採用計画に反映する。 

例）シニア人材や今まで情報系に縁遠かった職場から、新領域にシフトできる可能

性のあるポテンシャル人材を「発掘」する。 

 

 

図 4-12 タスク評価およびスキル評価に基づく人材 DBからのポテンシャル人材の抽出 

 

自動走行スキル標準に基づくスキル診断を行うことで、あるべき姿と現状とのギャップを

示した組織別レポート（ポートフォリオ）や個人別レポート（カルテ）を作成する。 

特に、個人については、自動走行スキル標準の「キャリア基準」に基づき、プラスすべ

きスキルを特定する。 

本人および上司にフィードバックし、ポテンシャル人材をあるべき姿に近づけるため

のスキルシフトの計画立案を行う。 

 

図 4-13 組織別レポート（ポートフォリオ） 

 

人材DB

＜保有技術分析_A事業＞

■制御分類別

＜平均レベル＞ ＜保有個数＞
比較対象

全社

■電源分類別

＜平均レベル＞ ＜保有個数＞

■作業別

＜平均レベル＞ ＜保有個数＞

業務軸 平均技術レベル
(全社平均との比較)

0

1

2

3

4

5
Ａタイプ  汎用

Ａタイプ  1000

Ａタイプ  1500

Ａタイプ  ５０００

Ａタイプ  ２

Ａタイプ  ３００

Ａタイプ  ６００Ｂタイプ  5000

Ｂタイプ  2

Ｂタイプ  300

Ｂタイプ  600

コマンド型

GUI型

本人平均値 全社平均値

業務軸 保有個数
(全社平均との比較)

0

20

40

60
Ａタイプ  汎用

Ａタイプ  1000

Ａタイプ  1500

Ａタイプ  ５０００

Ａタイプ  ２

Ａタイプ  ３００
Ａタイプ  ６００Ｂタイプ  5000

Ｂタイプ  2

Ｂタイプ  300

Ｂタイプ  600

コマンド型

GUI型

本人保有個数 全社保有個数

業務軸 平均技術レベル
(全社平均との比較)

0

1

2

3

4

5
Ａタイプ　ＢＢ電源

Ａタイプ　ＤＥ電源

Ａタイプ　Ｇ電源

Ａタイプ　ＸＸ電源

Ａタイプ　ＦＦ電源

Ａタイプ　Ｃ電源

Ａタイプ　ＤＤ電源

Ａタイプ　ＶＨ電源

Ａタイプ　ＶＨ電源

Ａタイプ　ＰⅡ電源

Ａタイプ　ＦＶ電源

Ａタイプ　ＤＣ電源

Ｂタイプ　TR電源

Ｂタイプ　G電源

Ｂタイプ　AE電源

Ｂタイプ　Ｖ500電源

コマンド型

GUI型

本人平均値 全社平均値

業務軸 保有個数
(全社平均との比較)

0

20

40

60
Ａタイプ　ＢＢ電源

Ａタイプ　ＤＥ電源

Ａタイプ　Ｇ電源

Ａタイプ　ＸＸ電源

Ａタイプ　ＦＦ電源

Ａタイプ　Ｃ電源

Ａタイプ　ＤＤ電源

Ａタイプ　ＶＨ電源

Ａタイプ　ＶＨ電源
Ａタイプ　ＰⅡ電源

Ａタイプ　ＦＶ電源

Ａタイプ　ＤＣ電源

Ｂタイプ　TR電源

Ｂタイプ　G電源

Ｂタイプ　AE電源

Ｂタイプ　Ｖ500電源

コマンド型

GUI型

本人保有個数 全社保有個数

比較対象のグルー
プをプルダウン
メューから選んでく
ださい

あなたの情報を青いラインで、比較対象の情報をピンクのラインで示しています。

業務軸 平均技術レベル
(全社平均との比較)

0

1

2

3

4

5
設置

点検

加工

電源

制御

機械

本人平均値 全社平均値

業務軸 保有個数
(全社平均との比較)

0

20

40

60

80
設置

点検

加工

電源

制御

機械

本人保有個数 全社保有個数

スキル評価（必要なスキル）タスク評価（必要な人数）

予定されるタスク領域
経歴（社内／社内）
など

適合率

100%

必要人数 人数

抽出

判断基準

ポテンシャル人材 非適合

育
成 ス

キ
ル

シ
フ
ト 外

部
調
達

人材要件



18 

 

 

図 4-14 個人別レポート（カルテ） 

4.7 活用例【教育ベンダー】：自動走行スキル標準に準拠した講座を開設 

(1) 概要 

教育ベンダーに ITSS 準拠、iCD 準拠といった既存の講座に加えて、自動走行スキル標

準に準拠した講座を開設していただく。 

(2) 想定導入ステップ 

教育ベンダーでは、既存講座をベースにした改修と、全く新規の講座の開発といった作

業が必要になると想定される。 
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図 4-15 自動走行スキル分野の講座メニュー開発イメージ 

 

自動走行スキル標準のスキル基準をもとに、自社の講座一覧をマッピングして、既存講

座の改修か新規開発かを検討し、受講者の想定数や市場のニーズの大きいものから開設

していくことになる。 

 

図 4-16 自動走行スキル分野の講座メニュー開発イメージ（続き） 

 

4.8 活用例【マッチングベンダー】：協業マッチングイベントでの活用 

(1) 概要 

金融機関や人材派遣会社が主催する協業マッチングイベントにおいて、自動走行スキ

ル標準から、タスクやスキルベースでのマッチング度合いを確認することで、商談を加速

化させる。 

（定番の）自動運転開発マネジャー基礎講座

（新人向）自動運転開発全般基礎講座

（企画もの）今話題の□□手法講座

OEM
教育担当

研修会社
マネジャー

サプライヤ
教育担当

このようなスキルを教
える講座を開発したら、
受講者は毎年1,000人

期待できる！

新入社員向けにこれから
はメカやエレキだけでなく
自動運転系も研修に入れ
たいが社内には講師がい
ない

ピンポイントで今必要な旬
のテーマで研修してくれれ
ば集中的に社員を送り込
みたい

講座名

スキル イ ロ ハ ニ ホ へ

△△技術 ◇◇技術ａ

◇◇技術ｂ ○

◇◇技術ｃ ○

◇◇技術ｄ ●

◇◇技術ｅ ○

◇◇技術ｆ

◇◇技術ｇ ○

◇◇技術ｈ ●

◇◇技術ｉ ○

◇◇技術ｊ

　　：

ｘｘ技術 ｙｙ技術 ○

ｙｙ認識 ○

ｙｙ手法 ●

ｙｙ基盤 ○ ○

ｚｚ技術 ●

ｚｚ手法 ○

ｚｚ検査 ○

○

▽▽手法 ○ ○

○

○

ＱＱ評価

○：該当する技術が含まれる

●：講座に含まれないため、追加が必要な技術

既存講座の改修 全く新規の講座
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(2) 現状の課題 

金融機関や人材派遣会社が主催する協業マッチングイベントにおいて、お互いの保有

スキルが確認できず、時間のかかる場合がある。 

 

 

 

図 4-17 協業マッチングイベントの課題 

 

(3) スキル標準活用の効果 

スキル標準を共通言語として保有スキルに関する情報開示を行うことで、コミュニケ

ーションの齟齬が解消し、商談が加速することが期待される。 

 

(4) 想定導入ステップ 

協業マッチングイベント参加時に、自社の開発中の新サービスをタスク分解するとと

もに、タスク－スキル表を使って、そのタスクをスキル分解する。 

その上で協業候補が保有するスキルとのフィット＆ギャップを行う。 

 

 

A社

おそらくC社が求めている技術を
ハ社なら提供できる気がするが、
今ひとつ決め手に欠ける

たぶんB社のサービス開発に、イ社
とロ社の技術を使えば、研究が加速
すると思うが、うまく説明できない

イ社

B社

C社

D社

ロ社

ハ社

スキル基準
（保有スキル）

スキル基準
（保有スキル）

スキル基準
（保有スキル）

スキル基準
（必要なタスク）

スキル基準
（必要なタスク）

マッチングベンダー
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5． スキル標準策定部会における主な論点 

スキル標準活用法について、における主な論点と活用法への反映内容は以下の通りで

ある。 

 

表 5-1 スキル標準の活用法に関する主な議論 

主な論点 活用法への反映内容 

[1] オーディエンスの明確化 

人材獲得について新卒と中途採用でも求めるスキ

ルや用語は異なるため、活用事例の中では、誰向け

の活用法であるかオーディエンスの焦点を絞ると

よい 

 

表題に【  】表記で、想定してい

る主な対象者を明記した。 

冒頭の一覧表でも「対象者」という

項目をたてた。 

[2] 事例の優先度、重要度 

スキル標準の活用法として挙げられた候補６案は

妥当だが、規模感や重要性もわかるとよい 

 

活用法はスキル標準策定部会、有識

者ヒアリングでのニーズの高いも

のから順に記載している。 

[3] 魅力訴求の重視ポイント 

外部人材、学生への魅力訴求のため活用例として

（1）人間系、（2）ビッグデータ、（3）DXソフトウ

ェアアーキテクチャ、（4）AIアーキテクチャ、など

について将来の新技術の提案とその活動を具体的

にイメージできるものを示すとよい 

 

外部人材、学生を想定した活用法を

示している。実際の PR パンフレッ

ト作成時には、指摘の技術について

より具体的な内容を取り込むこと

が期待される。 

[4] 人事評価・給与体系との連動 

スキル標準が人事評価、給与体系に連動させること

がスキル標準の導入促進を図る上で有効と考えら

れるが、一方で、人件費予算の制約などの問題が生

じることも留意が必要。 

 

過去のスキル標準では極端な適用

の場合に失敗することが多いため、

本活用例では人事評価とは「緩やか

に」連動することとした。 

ファンクション＼プロセス

センサー部の開発 ① ② ③ ④ ⑤

処理装置の開発 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

インターフェースの開発 ⑪ ⑫

電送装置の開発 ⑬ ⑭

タスク
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

保有スキル
スキル イ社 ロ社
・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇 〇

・・・ 〇 〇 〇

・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇

： 〇

： 〇

・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇

・・・ 〇 〇

1）B社が開発中の新サービスをタスク分解

2）自動走行スキル標準の「タスクースキル表」を使って、必要なスキルを整理
3）協業候補との

フィット＆ギャップ
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主な論点 活用法への反映内容 

[5] 適切な活用マネジメントの必要性 

スキル目標を踏まえた人件費予算の確保や、スキル

の向上と生産性の向上に時間差があることを意識

した適切なマネジメントが必要。 

 

人材マネジメントは即効性を期待

することは困難であるとの指摘は

有用であり、マネジメント向けの留

意点として考慮すべき。 

[6] ソフトウェア人材の再評価 

従来のメカ重視の評価に対して、スキル標準の活用

によりソフトウェア人材が適切に評価される可能

性がある。 

 

本スキル標準と活用法は、自動運転

ソフトウェアにフォーカスしたも

ので、新しい人材評価に寄与するも

のと考える。 

[7] 高校生、若者へのアピール 

大学生のみならず、高校生や、ゲームクリエイター

などになりたい若者も視野に入れるべき。 

 

活用例（1）や（2）にゲームプログ

ラマとして追記した。 

[8] IT人材へのアピール 

IT 人材が持っている技術を自動走行のソフトウェ

ア開発に活かせるシーンがあることを示すことで、

自動車業界に積極的に引き込みたい。 

 

活用例（1）や（3）などに、魅力の

ある領域として具体的に表現した。 

[9] 海外人材の考慮 

スキル標準は海外の人材獲得も視野に入れている

ことに触れるべき。欧米と ASEANでは人材は異な

るが本スキル標準を活用できる可能性がある。 

 

本スキルは、グローバルに活用可能

と考えられるが、特に、米欧、イン

ドなど高度人材にも活用できるよ

うに設計した。 
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6． まとめ 

スキル標準を有効に活用するための方法についてまとめた。スキル標準を社会に根付か

せるためには具体的な活用法を示すことが有効である。本書は、自動走行ソフト開発スキル

標準策定作業部会においてニーズの高い活用法を中心にまとめたが、活用法は多様である

ため、今後、さらなる活用法の提示や実践が期待される。 
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